
年度 概要 議論内容等 議論内容の取扱い等 

2016年度 

（Ｈ28） 

「基本方針２ 市民の市政への参加の推進」 

について，現状確認・分析 

特徴的な２つの事業について，所管部署から

のヒアリングを基に，主に効果的と思われる

点や工夫されている点を抽出。 

報告書及びリーフレットを作成し，市役所内

及び市民に周知することで，市政参加の取

組が一層推進されることを狙った。 

 

①庁内への周知 

 市長，３副市長，各局長・区長等が出席

する会議で周知 

 庁内にメールで周知・ネットに掲載 

 2017・18年度の新規採用職員研修で周知 

②市民への周知 

 市公共施設などに配架（合計1,325部）。 

 京都市情報館及びポータルサイト「みん

なでつくる京都」に掲載。 

2017年度 

(Ｈ29） 

「基本方針３ 市民のまちづくり活動の活性化」 

について，現状確認・分析 

まちづくり活動をしている方を対象に，まちづ

くり活動の課題等について，全般的なアン

ケート及びヒアリング調査を行い，重点ポイ

ントを抽出し，フォーラムからの意見を付した。 

フォーラムからの意見を踏まえ，取組を検討

中。 

2020年度に，取組結果をフォーラムにおいて

確認する。 

2018年度 

（Ｈ30） 
「基本方針１ 市民との未来像・課題の共有」 

「基本方針２ 市民の市政への参加の推進」 

について，現状確認・分析 

基本方針１及び基本方針２について，課題や今後の取組の重点ポイントを抽出・分析する。 

2019年度 

2020年度 第３期市民参加推進計画策定に向けて議論 
4年間の確認・分析を踏まえて，京都市が重

点的に取り組むことを抽出し，市に提言する。 
提言を踏まえ，次期計画を策定する。 

第２期市民参加推進計画改定版の進捗に係る確認・分析（案） 

※計画「第５章 計画を着実に進めるための推進体制」については，毎年，取組を確認。 

資料１－１ 

１ 現計画期間の実績・スケジュール 
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施策４ 
 

市政やまちづくりを 

「自分ごと」「みんなごと」
と感じられる 

情報提供の工夫 

施策１ 
 

市民との情報共有の 
推進 

施策２ 
 

市民と市職員の 
対話の推進 

施策３ 
 

市民と多様な主体が 
対話する機会の充実 

施策５ 
 

市政への参加の仕組み
のユニバーサルデザイ

ン化の推進 

施策６ 
 

子ども，大学生など 
若い世代の市政への 

参加の推進 

施策７ 
 

市政運営のあらゆる 
過程における 

参加の機会の提供 

施策８ 
 

市民の手ごたえにつな
がる市政への参加の 

結果の公表 

施策９ 
 

あらゆる市政分野での
市民と京都市の知恵と
力を最大限いかす 
協働の推進 

施策１０ 
 

市民とともに政策課題に
取り組む協働型事業の 

充実 

 必要な取組が比較的明確であるため，市の取

組について，主に定量的な観点から確認・分析

を行う 

２ 今年度と来年度の取組（概要） 

 ターゲットが定められているため，市の取組把握に

加えて，アンケートとワークショップにより，若者の実

感を把握し，更に取り組むこと，工夫すべきことを抽

出する。 

 ほぼ全ての施策・事業レベルで意識すべき施策で

あり，市の取組を網羅的に把握することが困難だが，

非常に重要な施策である。 

 

 そのため，政令指定都市に限らず，全国で特徴

的・先進的な取組を行っている例を調査し，分析する

ことで，京都市で更に取り組むこと，工夫すべきこと

などを抽出する。 
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2018年度 

・オープンデータの公開状況 

・附属機関の会議の内容公
開状況 
・ＨＰ，ＳＮＳ，アプリ等 
の運用状況 

など 

・会議やワークショップ
などでの託児，手話通
訳等の実施状況 

・印刷物の点字版等の
作成状況    
            など 

・アンケート，ワーク
ショップ等で結果を公表
している割合             

など 

2019年度 


